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中小企業取引情報提供（福井県元気企業ものづくり商談会）

ふくいの食品戦略的販路開拓支援事業

活用内容
　「元気企業ものづくり商談会」は、県内外の発注企業と受注を希望する県内企業と
の事前予約型のマッチング商談会であり、本年度が３回目の開催となる。
　当日の面談時間は30分程度と短く、あっという間に時間が過ぎてしまうことから、
事前に加工サンプルを準備し、中身の濃い商談に取り組んだ結果、複数社から見積依
頼を受け、個々に折衝することとなった。
　多くの面談企業は価格を安くすることが主目的となっているため、残念ながらまだ取
引成立に至った企業は無いが、相手先が求める技術情報の収集にもつながることから、
今後も継続して積極的に商談会へ参加していきたい。また今後は、価格だけではなく総合的に判断してくれる相手先と
のマッチングにも取り組んでいきたい。

活用内容
　県内外の食品バイヤーとの商談機会を得るため、食品の大規模展示会や首都圏お
よび北陸地方の食品卸が主催する展示会に数多く出展した。
　本事業では各展示会において福井県ブースを設置し、県内事業者の共同出展を支援しているため、県産食品を求
めるバイヤーがブースに立ち寄り、具体的な商談が積極的に交わされた。
　その結果、首都圏の高級スーパーや百貨店との取引が開始されるなど多くの成果に結びつき、美山地区の農産物
を県内外へ発信する足掛かりになった。

事業活用までの経緯
　同社は2005年の創業以来、フライス加工から放電加工までの各工程を社内一貫で行う
ことで、顧客の要望に応えてきた。特に摺動ユニット品のアッセンブリ加工を得意とし
ており、精度の高い「技術力」と向上心の高いスタッフの「人間力」が同社の強みである。
　これまではやや受身の営業姿勢であったが、センター取引相談員の事前アドバイス
もあったことから、会社情報の発信を目的として「福井県元気企業ものづくり商談会」、
続けて大阪・京都で開催される広域商談会への参加を決めた。

事業活用までの経緯
　同社は平成８年に福井市美山地区で米とそばを生産する農業法人として設立。当
地区で生産された米と季節の野菜を別のかたちでも楽しんでほしいとの想いから、

「無添加」・「無着色」の米菓を製造販売する加工部門を立ち上げた。
　しかしながら同社には、米菓など加工品を小売業者等へ販売するためのネットワー
クや物流面が確立されておらず、県内外への流通には多くの課題があった。
　そこで、まず同社は食品バイヤーとのネットワークを構築するために、展示商談
会を通じて効率的なマッチングが行える本事業に参加した。

商談会参加で自社情報の発信と
マーケット情報の収集を狙う！

〜美山地区の美味しい農産物を広く伝えたい〜
地元野菜を使用した
「米菓」の販路開拓に挑戦！

代表者名　寺本 明生
所 在 地　福井市
業　　種　金属製品製造業
事業内容　精密機械部品の切削加工

代表者名　杉田 久美子
所 在 地　福井市
業　　種　食品製造業（農業）
事業内容　米・野菜を加工した米菓等の製造

寺本精工有限会社

米工房ほ・た・る（㈲エッチ・ジェイ・ケイ加工部）
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